
葛
原
勾
当
二
八
一
二
…
一
八
七
六
）
は
幕
末
よ
り
明
治
初
期
の

箏
曲
家
で
、
そ
の
生
涯
は
、
広
島
県
神
辺
町
八
尋
に
現
存
す
る
彼

の
旧
宅
の
門
側
に
立
て
ら
れ
た
碑
に
記
さ
れ
て
い
る
。

「
琴
師
葛
原
勾
当
碑
」
（
原
漢
文
）
に
は
「
文
天
ノ
間
、
海
内
昇
平

ニ
シ
テ
、
琴
技
盛
行
ス
。
菩
師
二
階
級
有
り
、
技
、
流
派
二
分
し
、

各
々
精
巧
ヲ
競
う
、
而
シ
テ
葛
原
琴
師
ハ
、
生
田
派
ヲ
以
テ
、
名
、

特
二
中
州
二
著
ハ
ル
」
と
あ
り
、
「
師
ハ
、
備
後
八
尋
村
ノ
人
、
矢

田
知
長
ノ
子
．
：
中
略
…
生
レ
テ
重
瞳
、
燗
燗
ト
シ
テ
人
ヲ
射
ル
。

三
歳
、
痘
ヲ
患
上
明
ヲ
失
う
。
因
テ
替
師
二
就
イ
テ
專
ラ
弦
技
ヲ

受
ク
・
・
・
後
略
」
九
歳
よ
り
箏
を
学
び
、
京
都
で
松
野
検
校
に
師
事

し
、
十
五
歳
で
勾
当
を
許
さ
れ
る
と
帰
郷
し
て
作
曲
と
弟
子
の
教

育
に
当
た
っ
た
。

彼
は
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
一
月
よ
り
考
案
し
た
木
製
活
字
を

認
葛
原
勾
当
日
記
に
み
る
歯
痛
と
気
象

新
藤
恵
久

使
っ
て
自
ら
日
記
を
記
し
は
じ
め
る
。
こ
の
勾
当
日
記
の
天
保
八

年
の
七
月
よ
り
歯
痛
に
悩
み
と
気
象
の
関
係
が
頻
繁
に
現
れ
る
よ

う
に
な
る
。
使
用
さ
れ
た
木
活
字
は
京
都
で
入
手
し
た
と
思
わ
れ

る
既
成
品
に
彼
が
工
夫
し
て
盲
人
用
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
活
字
の
側
面
に
は
色
々
な
横
線
の
記
号
が
刻
ま
れ
て
お
り
、

こ
の
記
号
に
指
先
が
触
れ
る
こ
と
で
文
字
を
判
別
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

活
字
は
「
い
ろ
は
四
八
文
字
」
と
数
字
、
月
日
な
ど
六
三
個
あ

っ
て
箱
に
納
め
ら
れ
、
い
つ
も
身
近
に
お
い
て
い
た
と
い
う
。
日

記
記
録
に
は
活
字
の
位
置
と
行
間
を
固
定
さ
せ
る
た
め
特
性
の
木

製
の
罫
枠
が
あ
り
、
こ
れ
に
沿
っ
て
ひ
と
つ
ひ
と
つ
手
で
押
し
な

が
ら
文
章
を
綴
っ
て
い
た
。

天
保
八
年
七
月
十
一
日
、
二
六
歳
の
日
記
よ
り
初
め
て
歯
痛
の

記
述
が
現
れ
る
。
彼
は
こ
の
歯
痛
を
気
象
と
く
に
雨
と
の
関
係
か

ら
記
し
て
い
る
の
は
興
味
深
い
。

「
た
つ
の
こ
ぐ
に
（
辰
の
刻
）
や
い
ろ
（
八
尋
）
へ
も
ど
る
な
り
。

は
（
歯
）
を
い
た
む
」

天
保
八
年
七
月
十
一
日
、
「
雨
天
。
歯
が
痛
い
。
痛
い
」
（
以
下

原
文
は
ひ
ら
が
な
）
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同
年
七
月
二
四
日
、
「
か
な
り
天
気
が
よ
く
な
り
て
、
歯
も
次

第
に
快
け
れ
ば
、
そ
れ
よ
り
百
合
村
、
乾
に
来
た
り
。
ま
た
夕

立
そ
そ
ぐ
。
さ
て
、
こ
の
節
は
歯
を
痛
ま
ね
ば
左
の
耳
聞
こ
え

ず
。
耳
よ
け
れ
ば
、
ま
た
歯
を
痛
む
。
」

嘉
永
四
年
二
八
五
一
）
十
二
月
十
七
日
、
「
さ
て
、
腹
が
っ

天
保
九
年
五
月
に
は
十
三
日
も
歯
痛
の
記
述
が
み
ら
れ
る
。

同
七
日
、
「
雨
降
る
。
雨
降
る
。
さ
て
も
さ
て
も
歯
が
痛
い
」

同
八
日
、
「
続
い
て
雨
も
降
る
。
ま
た
歯
が
痛
い
。

何
程
の
罪
や
報
い
の
あ
ら
は
れ
て
か
く
ま
で

我
は
歯
を
痛
む
ら
ん

同
一
○
日
、
「
さ
て
も
、
こ
の
節
は
歯
を
痛
む
故
、
下
剤
を
飲

む
。
さ
れ
ど
利
か
ず
。
さ
て
。
」

同
十
九
日
、
「
雨
降
る
。
同
、
歯
が
痛
い
。

憎
ま
れ
て
世
に
住
む
甲
斐
は
な
け
れ
ど
も
可
愛
が
ら

れ
て
死
ぬ
よ
り
よ
り
ま
し
か

歯
が
は
し
り
世
に
住
む
甲
斐
は
な
け
れ
ど
も
鼠
と
ら

ず
の
猫
よ
り
ま
し
か

や
れ
や
れ
痛
や
。
命
の
あ
ら
ん
限
り
は
、
こ
の
歯
を
痛
む

や
れ
や
れ
痛
や
。
命
の
あ
ら
‐

こ
と
か
と
思
え
ば
悲
し
く
候
・

か
え
る
や
ら
、
歯
が
痛
む
や
ら
、
四
○
に
な
り
候
」

四
六
歳
で
歯
が
無
く
な
り
歯
痛
か
ら
よ
う
や
く
解
放
さ
れ
た
勾

当
は
、
そ
の
後
下
顎
の
木
床
義
歯
が
う
ま
く
い
か
ず
に
苦
労
す
る
。

安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
五
月
二
八
日
、
「
入
れ
歯
致
し
た
く

思
へ
ど
も
」

同
年
六
月
、
「
六
月
の
初
め
に
は
、
か
の
入
歯
師
を
待
ち
、
退

屈
し
て
、
他
な
る
入
れ
歯
師
に
さ
し
た
ら
、
何
度
仕
替
へ
て
も
気

に
い
ら
ぬ
。
そ
れ
か
ら
澗
癩
が
起
き
て
ご
ざ
る
」

現
在
、
葛
原
勾
当
の
日
記
や
木
活
字
一
式
、
そ
し
て
木
床
義
歯

等
は
、
広
島
県
深
安
郡
神
辺
町
八
尋
の
蓮
乗
院
（
勾
当
の
旧
宅
隣
）

に
保
管
さ
れ
て
い
る
。

（
日
本
歯
科
大
学
）
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